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♈ 月・牡羊座：行動力はあるのに望む結果が出ない 

 
牡羊座の人物像は「新しい道を切り拓く挑戦者」です。これが太陽星座にある場合は、

「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が牡羊座の場合は、「即断即決で行動し、勝ち続けることが正しい」という価値

観が無意識に刷り込まれてしまい、それを追い求めると、以下のような弊害を引き起こ

す可能性があります。 

 

Ø せっかくの行動力が空回りして、本当にほしい結果が得られない 

「スピードが何より大事」という価値観から、準備や計画を軽視して見切り発車で動

いてしまう。その結果、一生懸命動いているのに成果につながらず、「なぜ頑張って

いるのに報われないの？」という虚しさを感じてしまう。 

Ø 競争意識が強すぎて、協力のチャンスを失ってしまう 

「勝ち負けがすべて」という価値観から、周囲を敵だと思い込み、本来なら協力でき

る相手とも競争してしまう。その結果、チームワークで得られるはずの大きな成果を

逃し、孤軍奮闘する羽目になってしまう。 

Ø 「強いリーダー」を演じ続けて、内面が疲弊してしまう 

「常に先頭に立つべき」という価値観から、本当は助けが欲しいときも弱みを見せら

れず、一人ですべてを背負い込んでしまう。その結果、周囲からは「いつも元気で頼

もしい人」と思われているが、内心は燃え尽きそうになってしまう。 

Ø せっかちで短絡的な判断を繰り返し、信頼を失ってしまう 

「即決即断こそ優秀さの証」という価値観から、十分に考える前に結論を出してしま

う。その結果、後になって「やっぱり違った」ということが重なり、周囲から「軽率

な人」という印象を持たれてしまう。 

Ø 感情的になりやすく、人間関係に亀裂が生じてしまう 

「感情をストレートに出すのが誠実」という価値観から、イライラや怒りをそのまま

表現してしまう。その結果、相手を傷つけてしまったり、「怖い人」という印象を与

えて距離を置かれてしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・天秤座の要素を取り入れる 

 

Ø 「勝ち負け」ではなく「みんなにとっての最善」を考える 

牡羊座は「競争に勝つことが価値」だと考えがちですが、天秤座は「全体の調和と最

適解」を重視します。そこで、何かを決めるときに「これで自分が勝てるか？」では

なく「これで関係者全員が納得できるか？」という視点を持ってみましょう。そうす

ることで、「競争に勝たなければ価値がない」という思い込みから解放され、周囲と

の協力関係が生まれ、結果的により大きな成果を得られるようになるでしょう。 

 

Ø 衝動的に決めずに、複数の選択肢を検討する習慣をつける 

牡羊座は「素早い決断こそ正義」だと思いがちですが、天秤座は「バランスを考慮し

た慎重な判断」を大切にします。そこで、何か決断をする前に「他の選択肢はない

か？」と考えてみるようにしましょう。そうすることで、「すぐに決めないと出遅れ

る」という焦りや性急な判断による失敗から解放され、結果的に成功する可能性を高

めることができるでしょう。 

 

Ø 一人で突き進まず、他者の視点や意見を積極的に求める 

牡羊座は「自分の直感が一番正しい」と信じがちですが、天秤座は「他者の意見を聞

きより良い判断を下す」ことを大切にします。そこで、重要な判断をするときに「自

分はこう思うけれど、あなたはどう思う？」と周囲に意見を求める習慣をつけてみま

しょう。そうすることで、「自分のやり方が最善」という思い込みから解放され、不

要な対立が減り、より広い視野から賢い選択ができるようになるでしょう。 

 

Ø 「私がリーダー」から「みんなで役割分担」の発想に転換する 

牡羊座は「自分が先頭に立って引っ張る」ことを好みますが、天秤座は「適材適所で

みんなが活躍する」ことを大切にします。そこで、何かをまとめるときに「私がやり

ます」ではなく「この役割は○○さんの方が向いているかも」と考えてみましょう。

それによって、「自分が前に出ないといけない」という思い込みから解放され、仲間

と協力することで、チーム全体のパフォーマンスも向上するでしょう。 

 

Ø 感情をそのまま出さず、相手への配慮を込めた表現を心がける 

牡羊座は「思ったことをストレートに伝える」ことを好みますが、天秤座は「相手の

気持ちを考えた上で適切に伝える」ことを重視します。そこで、何かを伝えるとき

に、相手の立場を考えて言葉を選ぶ習慣を取り入れましょう。それによって、「自分

の意見は直球で伝えないといけない」という思い込みから解放され、かえって自分の

意見が通りやすくなり、よりスムーズに物事を進めることができるでしょう。 
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♉ 月・牡牛座：安定はしているけど人生が広がらない 

 
牡牛座の人物像は「地上に（五感で感じられる）楽園を創る創造者」です。これが太陽星

座にある場合は、「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が牡牛座の場合は、「安全こそが最優先」「現状維持が正解」「物質的な所有が

人生の価値」という価値観が無意識に刷り込まれてしまい、それを追い求めると、以下

のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 安定志向が強すぎて、成長の機会を見過ごしてしまう 

「現状維持こそが最も安全な選択」という価値観から、変化を伴う新しい挑戦を本能

的に避けてしまう。それが原因で慣れた仕事、人間関係、生活パターンにしがみつ

き、変化のチャンスを逃してしまう。 

Ø 物質的な安心感に依存し、精神的な充実感を後回しにしてしまう 

「お金やモノを持つことが安心につながる」という価値観から、貯金額や持ち物の充

実に過度に執着しやすい。そのため、物質的な豊かさを追求するあまり、本当の意味

での心の豊かさや人生の意味を見失ってしまう。 

Ø 行動力が低下して、タイミングを逃してしまう 

「十分な準備ができるまでは動かない方が良い」という価値観から、「もう少し様子

を見てから」「もっと情報を集めてから」と先延ばしを繰り返してしまう。その結

果、絶好のチャンスがあっても行動に移せず、後から後悔することになってしまう。 

Ø 柔軟性が欠如し、視野が狭くなってしまう 

「慣れ親しんだものが一番」という価値観から、「昔からこうだった」「今のままで

いい」と考え、新しい考え方やトレンドに抵抗を感じてしまう。その結果、時代の変

化に対応できず、視野が狭くなってしまう。 

Ø コンフォートゾーンにとどまって、自分の潜在能力を発揮できなくなってしまう 

「心地よい環境こそが最優先」という価値観から、多少の困難や不快さを伴う経験を

避けてしまう。その結果、自分の能力を試す機会を逃し、本来持っている可能性を開

花させることができなくなってしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・蠍座の要素を取り入れる 

 

Ø 「安定」よりも「変化」を受け入れる 

牡牛座は「安定と一貫性」を求める傾向にありますが、蠍座は「変化と再生」を促進

します。そこで、小さなことから「いつもと違う選択」をしてみましょう。それによ

って、「変わらないことが正しい」という思い込みから解放され、停滞することなく

人生が広がり、変化に適応する力も身につき、成長のチャンスと真の安定をつかめる

ようになるでしょう。 

 

Ø 所有によって安心するのではなく、手放すことで本当の豊かさを得る 

牡牛座は「持つことに価値を感じる」傾向にありますが、蠍座は「不要なものを手放

して本質だけを残す」ことを重視します。そこで、断捨離などで「必要なものだけを

大切にする」という視点を取り入れましょう。それによって「持っていることが安

心」という思い込みから解放され、本当に価値があるものを見極めることができ、心

からの満足感を得ることができるようになるでしょう。 

 

Ø 「慎重すぎる準備」よりも「直感に従う勇気」を大切にする 

牡牛座は「慎重に考えてから動く」傾向にありますが、蠍座は「本能的な直感で突き

進む」ことを重視します。そこで、完璧な準備ができるまで待つのではなく、とりあ

えずやってみるという意識を持って、スピーディーな決断をしてみましょう。それに

よって、慎重すぎて動けない状況から解放され、必要なタイミングを逃さず、人生の

流れに乗ることができるようになるでしょう。 

 

Ø コンフォートゾーンを抜け出して、未知の世界に飛び込む 

牡牛座は「心地よい環境にとどまる」傾向にありますが、蠍座は「未知の世界に飛び

込んで、自己変革を求める」ことを重視します。そこで、意識的に新しい分野や人と

の出会いを求め、少し不安を感じるような経験にもチャレンジしてみましょう。それ

によって、「安全な環境にいることが最善」という思い込みから解放され、自分の可

能性の新たな側面を発見し、深い充実感を得ることができるようになるでしょう。 

 

Ø 「物質的な豊かさ」よりも「内面的な変容」を追求する 

牡牛座は「物質的な豊かさと快適さ」を重視しますが、蠍座は「内面的な深みや精神

的な成長」を求めます。そこで、物質的な豊かさだけを追うのではなく、内面の変容

や霊的成長にも目を向けてみましょう。それによって、「物質的な豊かさだけが幸

せ」という思い込みから解放され、真の豊かさや満足感を得ることができるようにな

るでしょう。 
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♊ 月・双子座：情報はあるけど活かし方がわからない 

 
双子座の人物像は「人と情報をつなぎ、知を拡げる伝達者」です。これが太陽星座にある

場合は、「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が双子座の場合は、「常に最新の話題についていくべく」「たくさん知っている

のが優秀」「常に新しい刺激を求めるのが正しい」という価値観が無意識に刷り込まれ

てしまい、それを追い求めると、以下のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 知識の量にこだわり、本質的な理解から遠ざかってしまう 

「たくさん知っていることが知的な証拠」という価値観から、次々と情報を収集する

ことに夢中になってしまう。それが原因で、一つのことを深めるよりも、常に次の面

白そうなことに目移りしてしまい、どれも中途半端なまま放棄してしまう。 

Ø 刺激を求め続けることで、集中力と継続力を失ってしまう 

「新しい刺激を求め続けるのが良い」という価値観から、何かはじめてもすぐに飽き

てしまい、一つのことを続けることができない。そのため、常に次の面白そうなこと

に目移りしてしまい、どれも中途半端なまま放棄してしまう。 

Ø 言動に一貫性がなくなり、信頼を得られなくなってしまう 

「意見を柔軟に変えられるのが賢い」という価値観から、柔軟性がある反面、気分で

意見が変わりやすく、言葉が軽くなりがち。そのため、周囲から言動に一貫性がなく

て信頼できないと思われてしまう。 

Ø 多才であることにこだわり、専門性を軽視してしまう 

「何でもできる人の方が価値が高い」という価値観から、広範囲にスキルを身につけ

ようとする。それが原因で、どれも浅いレベルで止まってしまい、深い専門性を築く

機会を逃してしまう。 

Ø 人との心の交流ができず、人間関係が表面的になってしまう 

「重い話よりも軽やかで楽しい会話が良い」という価値観から、深い感情を感じるの

を避け、ユーモアや軽い会話で誤魔化そうとする。それによって、深刻な話や感情的

な話題を避け、本当に心を通わせる関係を築く機会を失ってしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・射手座の要素を取り入れる 

 

Ø 情報を集めるだけではなく、深く探求することを大切にする 

双子座は「情報の幅広さ」に価値を感じますが、射手座は「知識の深さ」に価値を見

出します。そこで、一つのテーマを決めて、それを深く学ぶ習慣を取り入れてみまし

ょう。それによって「知識や情報は多く持っている方がいい」という思い込みから解

放され、浅い知識へのこだわりがなくなって、表面的な情報収集ではなく専門性を磨

けるようになり、価値ある発信ができるようになるでしょう。 

 

Ø 目の前の刺激に振り回されず、長期的なビジョンを持つ 

双子座は「常に新しい刺激を追い求める」傾向にありますが、射手座は「大きな目標

に向かって突き進む」ことを重視します。そこで、「自分は人生で何を成し遂げたい

のか？」について、長期的なビジョン・計画を持つようにしてみましょう。それによ

って、「常に新しいものを求めないといけない」という思い込みから解放され、短期

的な刺激ではなく、長期的な成長にフォーカスできるようになるでしょう。 

 

Ø その場の柔軟性よりも、一貫した信念を大切にする 

双子座は「状況に応じて柔軟に変化する」傾向にありますが、射手座は「自分の信念

を貫き通す」ことを重視します。そこで、自分が本当に大切にしている価値観を明確

にして、それを軸にした発言や行動を心がけてみましょう。それによって、「柔軟で

いることが正しい」という思い込みから解放され、周囲からの信頼を得ると同時に、

自分の考えに自信が持てるようになるでしょう。 

 

Ø 器用貧乏を卒業して、自分の強みを活かす 

双子座は「多様なスキルを身につける」ことを重視しますが、射手座は「自分の使命

に向かって専門性を深める」ことを大切にします。そこで、これまでの自分の経験か

らワクワクしたことを振り返り、その分野での専門性を高める努力をしてみましょ

う。それによって、「何でもできることが価値」という思い込みから解放され、自分

らしい専門性と影響力を築くことができるようになるでしょう。 

 

Ø 「表面的な交流」よりも「本質的なつながり」を意識する 

双子座は「多くの人と軽やかに交流する」ことを好みますが、射手座は「少数でも深

く理解し合える関係」を重視します。そこで、人との交流を単なる情報交換で終わら

せるのではなく、「相手の人生観や価値観を理解しよう」という姿勢で向き合うこと

を意識してみましょう。それによって、「軽い関係が楽で良い」という思い込みから

解放され、人生を豊かにする真の友情や信頼関係を築くことができるようになるでし

ょう。 
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♋ 月・蟹座：自分の人生を生きているはずが他人に振り回される 

 
蟹座の人物像は「愛と安心を育む守護者」です。これが太陽星座にある場合は、「本当の

自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が蟹座の場合は、「身近な人を最優先にするのが正しい」「感情を大切にすべ

き」「安心する環境を離れるのは危険」という価値観が無意識に刷り込まれてしまい、

それを追い求めると、以下のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 自分の人生よりも他人の人生を優先してしまう 

「身近な人を最優先にすべき」という価値観から、自分の希望や夢を後回しにして常

に「サポート役」に回りがち。そのため、人間関係の中でお世話役・母親的存在にな

りやすく、自分のための時間が持てなくなり、自分の成長機会を逸してしまう。 

Ø 感情に振り回されやすくなってしまう 

「感情を大切にすべき」という価値観から、喜怒哀楽が激しく、気持ちが落ち込むと

立ち直るのに時間がかかる。そのため、重要な決断の際に論理的な思考を軽視して感

情に流され、後悔することが増えてしまう。 

Ø 変化を恐れて、新しい挑戦ができなくなってしまう 

「安心できる環境を守ることが大事」という価値観から、住む場所・仕事・人間関係

など「慣れた環境」から離れるのに抵抗と罪悪感を感じる。そのため、変化が怖くな

り、本当はやりたいことがあっても行動できなくなってしまう。 

Ø 「嫌われること」への恐怖が自己主張を封じてしまう 

「仲間意識を大切にすべき」という価値観から、一人になるのを寂しく感じ、合わな

い人間関係を継続したり、衝突を避けるために自分の意見を抑制しがち。そのため、

本当は不満や要望があっても我慢を重ね、ストレスを内に溜め込んでしまう。 

Ø 献身が認められないと「被害者」意識に陥ってしまう 

「自分が尽くすほど愛される」という価値観から、相手からの感謝や評価を期待しす

ぎてしまいがち。そのため、期待通りの反応が得られないと「こんなに頑張っている

のに理解されない」と被害者意識を持ち、関係性を悪化させてしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・山羊座の要素を取り入れる 

 

Ø 他者を優先し過ぎず、自分の人生の目標を持つ 

蟹座は「身近な人を最優先すること」と考える傾向にありますが、山羊座は「自分自

身の目標を持って成長すること」を重視します。そこで、他者のサポートに没頭しそ

うになったら「自分は本当は何をしたいのか？」と問い、自分の軸を持つことを意識

してみましょう。それによって、「自分のことを後回しにすべき」という思い込みか

ら解放され、家族や周囲を大切にしながらも、自分自身の人生をしっかりと歩めるよ

うになるでしょう。 

 

Ø 感情に流されず、冷静に現実を見極める 

蟹座は「感情を大切にする」傾向にありますが、山羊座は「現実的な視点で物事を判

断する」ことを重視します。そこで、感情的になりそうな場面で「この選択は 1年

後、5年後の自分にとってどうだろうか？」と時間軸を延ばして考えてみましょう。

それによって、「感情に従うのが正しい」という思い込みから解放され、より建設的

で安定した決断ができるようになるでしょう。 

 

Ø 「現状維持」よりも「計画的な成長」を選択する 

蟹座は「安心できる環境の維持」を重視しますが、山羊座は「段階的な目標達成」を

重視します。そこで、変化を恐れる気持ちが起きたら、「今の環境に留まることで失

う可能性は何か？」を冷静に分析してみましょう。それによって、「変化は危険」と

いう思い込みから解放され、計画的なステップアップを通じて、より充実した人生を

築くことができるでしょう。 

 

Ø 「保護」よりも「自立」を促す 

蟹座は「誰かを守ること」に価値を感じる傾向にありますが、山羊座は「相手が自立

できるように導くこと」を重視します。そこで、つい世話を焼きたくなる相手に対し

て、成長の機会を奪っていないかと考えることを意識しましょう。それによって、

「守ることで相手を弱くする」という無意識のパターンから抜け出し、相手をサポー

トしながらも、適切な距離感を保てるようになるでしょう。 

 

Ø 「感謝される努力」よりも「社会的責任を果たす努力」へ転換する 

蟹座は「愛されるための献身」に価値を感じますが、山羊座は「社会への責任を果た

すこと」に価値を感じます。そこで、相手からの評価を期待してしまったら、「この

行動は相手のためになっているか？社会的に意味のあることか？」を自問してみまし

ょう。それによって、「尽くせば愛される」という思い込みから解放され、相手の自

立を促しながら、自分自身も社会的に意味のある貢献ができるようになるでしょう。 
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♌ 月・獅子座：人からの評価がないと不安になる 

 
獅子座の人物像は「自分の光を放ち、人々を照らす創造者」です。これが太陽星座にある

場合は、「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が獅子座の場合は、「注目されないと価値がない」「自分が主役でないと意味が

ない」「周囲から称賛されてこそ成功」という価値観が無意識に刷り込まれてしまい、

それを追い求めると、以下のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 承認欲求が止まらず、常に不安を感じてしまう 

「注目されることが価値」という価値観から、自分が主役になれないと「自分に価値

がないのでは？」焦ってしまいがち。そのため、人前での評価を気にしすぎて過剰に

アピールしようとし、評価が得られないと深い不安と空虚感に襲われてしまう。 

Ø 本当の自分を見失い、演じ続ける疲労感に苦しむ 

「期待に応えて輝き続けなければならない」という価値観から、常に理想的な自分を

演出しようとして本音を隠してしまう。そのため、周囲から褒められても心から喜べ

ず、「本当の自分を知られたら嫌われるのでは」という恐怖を抱え続けてしまう。 

Ø ありのままの自分を受け入れることができない 

「特別でなければならない」という価値観から、他者との比較に苦しみ、「自分はま

だ足りていない」と感じがち。そのため、平凡な自分に耐えられず、「もっとすごい

自分にならなければ」と焦ってしまう。 

Ø 人に頼るのができなくなってしまう 

「リーダーとして強くあるべき」という価値観から、困った時でも助けを求めること

ができない。そのため、本当は支えが欲しいのに「頼ったら負け」と思い込み、一人

で問題を抱え込んで孤立してしまう。 

Ø 感情の浮き沈みが激しく、人間関係が不安定になってしまう 

「ドラマチックでなければ価値がない」という思い込みから、何事も大げさに捉えが

ちで、小さなことでも大事件のように感じやすい。そのため、自分勝手に感情をぶつ

けすぎて、周囲の人々が疲弊してしまい、人間関係が不安定になってしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・水瓶座の要素を取り入れる 

 

Ø 「人からの評価」よりも「自分の信念」を大切にする 

獅子座は「人から認められること」に価値を感じる傾向にありますが、水瓶座は「自

分の信じることを貫く」ことを重視します。そこで、人の評価が気になったときは

「自分が本当にやりたいことは何か？」ということを意識してみましょう。それによ

って、「注目されないと価値がない」という思い込みから解放され、他人の意見に振

り回されずに自分らしく生きられるようになるでしょう。 

 

Ø 「一人で頑張る」よりも「仲間と協力する」ことを意識する 

獅子座は「自分が中心となって引っ張る」ことを重視しますが、水瓶座は「対等な関

係で協力し合う」ことを重視します。そこで、一人で抱え込みそうになったら「チー

ムの一員として動くこと」を意識してみましょう。それによって、「頼ることは弱

さ」という思い込みから解放され、協力することの豊かさと、支え合う関係の安心感

を実感でき、より大きな成果を得ることができるようになるでしょう。 

 

Ø 「特別であること」よりも「ありのままの個性」を受け入れる 

獅子座は「他者より優れている」ことに価値を感じがちですが、水瓶座は「それぞれ

の個性がユニーク」であることを重視します。そこで、比較して落ち込みそうになっ

たら「自分だけの個性とは何だろう？」と考えてみましょう。それによって、「特別

でなければ意味がない」という思い込みから解放され、自分の持つ独特な魅力や才能

を自然体で発揮できるようになるでしょう。 

 

Ø 「感情のドラマ」よりも「冷静な視点」を持つ 

獅子座は「感情を大きく表現する」傾向にありますが、水瓶座は「冷静に物事を分析

する」ことを重視します。そこで、感情が高ぶったときは「この状況を第三者の目で

見るとどう映るだろう？」と一歩立ち止まって俯瞰してみましょう。それによって、

「ドラマチックでなければつまらない」という思い込みから解放され、より安定した

人間関係と心の平穏を保つことができるようになるでしょう。 

 

Ø 「自分の成功」よりも「みんなの幸せ」に意識を向ける 

獅子座は「個人的な成功や栄光」を追い求めがちですが、水瓶座は「社会全体の進歩

や調和」を重視します。そこで、自分のことばかり考えてしまったら「この行動は周

囲の人たちの役に立つだろうか？」という視点を取り入れてみましょう。それによっ

て、「自分だけが輝けばいい」という思い込みから解放され、他者とともに成長し、

より大きな喜びと充実感を味わえるようになるでしょう。 
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♍ 月・乙女座： 役に立とうと頑張っているのに満たされない 

 
乙女座の人物像は「この世界を整え、価値を生み出す調律者」です。これが太陽星座にあ

る場合は、「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が乙女座の場合は、「完璧でなければ価値がない」「役に立たなければ価値がな

い」「細かいミスも許されない」という価値観が無意識に刷り込まれてしまい、それを

追い求めると、以下のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 完璧主義の呪縛で身動きが取れなくなってしまう 

「完璧でなければならない」という価値観から、小さなミスでも自分を過度に責めて

自信を失いやすい。そのため、「ミスすると恥ずかしい」「間違えてはいけない」と

いう思い込みから、挑戦することを避けるようになってしまう。 

Ø 自分を犠牲にして心身が疲弊してしまう 

「人の役に立たなければ価値がない」という価値観から、自分の限界を超えて他人を

サポートしようとしがち。そのため、周囲の期待に応えることを最優先にして、自分

の感情やニーズを無視し続け、結果的に燃え尽きてしまう。 

Ø 細部にこだわりすぎて人間関係にストレスを抱えてしまう 

「すべてをコントロールできることが理想」という価値観から、細部にこだわりすぎ

て本質的な問題を見落としがち。そのため、他人の「いい加減さ」が許せず、周囲を

自分の基準で評価して、人間関係にストレスを抱えてしまう。 

Ø 想定外の事態に対処できなくなってしまう 

「計画通りに進めるのが正しい」という価値観から、柔軟に対応するのが苦手で、予

期せぬ変化に過度なストレスを感じやすい。そのため、変化を「失敗」と捉えて混乱

し、臨機応変な対応ができずに立ち往生してしまう。 

Ø 善意の批判で人間関係が悪化してしまう 

「改善点を指摘することが親切」という価値観から、相手のためと思って欠点を指摘

するが、結果的に相手を萎縮させがち。そのため、自分では「建設的なアドバイス」

のつもりでも、相手には「否定された」と受け取られて距離を置かれてしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・魚座の要素を取り入れる 

 

Ø 「完璧さ」よりも「そのまま受け入れる」ことを大切にする 

乙女座は「完璧を目指すことが大事」と考える傾向にありますが、魚座は「不完全な

ままでも受け入れる」という無条件の愛を重視します。そこで、完璧を求めずに、自

分や他人の不完全さを「人間らしさ」として受け入れる意識を持ってみましょう。そ

れによって、「完璧でないといけない」という思い込みから解放され、自分にも他人

にも優しくなることができるでしょう。 

 

Ø 「欠点を指摘する」よりも「共感する」を意識する 

乙女座は「問題点を見つけて改善する」傾向にありますが、魚座は「相手の気持ちに

寄り添う」ことを重視します。そこで、何かを指摘したくなったら、まず「この人は

今どんな気持ちなのだろう」と相手の心に意識を向けてみましょう。それによって、

「欠点は直さないといけない」という思い込みから解放され、周囲ともっと穏やかな

人間関係を築くことができるようになるでしょう。 

 

Ø 「人の役に立つこと」よりも「自分を満たすこと」を意識する 

乙女座は「他人のために尽くすことに価値を感じる」傾向にありますが、魚座は「自

分の内側を満たすこと」を重視します。そこで、「何をしたら自分の心が喜ぶだろ

う」という問いかけを日常に取り入れてみましょう。それによって、「役に立たなけ

れば価値がない」という思い込みから解放され、他人へのおせっかいも減り、自然と

心から湧き上がる優しさで周囲に貢献できるようになるでしょう。 

 

Ø 「計画通りに進める」よりも「流れに身を任せる」 

乙女座は「すべてをコントロールしたい」と考える傾向にありますが、魚座は「宇宙

の流れに調和する」ことを重視します。そこで、予定が狂ったときに「これも何かの

導きかもしれない」と流れを信頼する意識を持ってみましょう。それによって、コン

トロールへの執着から解放され、想定外の展開も楽しめる柔軟性を身につけることが

できるでしょう。 

 

Ø 「細かいことにこだわる」よりも「大きな視点を持つ」 

乙女座は「細かい部分にこだわる」傾向にありますが、魚座は「すべてを包み込む大

きな視野」を重視します。そこで、細かいことが気になったときに「もっと大きな視

点から見るとどうだろう」と意識を拡げてみましょう。それによって完璧主義の窮屈

さから解放され、もっとリラックスして物事に取り組めるようになり、全体像を見な

がら、適切な判断ができるようになるでしょう。 
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♎ 月・天秤座：周りとうまくやれているはずなのに満たされない 

 
天秤座の人物像は「バランスを創り出す調停者」です。これが太陽星座にある場合は、

「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が天秤座の場合は、「皆に好かれることが成功」「争いごとは避けるべき」「常

に美しくバランスを取るべき」という価値観が無意識に刷り込まれてしまい、それを追

い求めると、以下のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 自分の本音が言えなくなってしまう 

「人に好かれることが大事」という価値観から、周囲の期待に応えることを優先し、

自分の気持ちが後回しになりがち。そのため、「嫌われたくない」「いい人でいた

い」と思いすぎて、言いたいことが言えなくなってしまう。 

Ø 重要な場面で自分を主張できなくなってしまう 

「対立を避けるべき」という価値観から、本来であれば声を上げるべき不正や理不尽

な状況でも黙ってしまいがち。そのため、職場での不当な扱いや人間関係での境界線

の侵害を受け入れてしまい、長期的に心身にストレスが蓄積してしまう。 

Ø 自分の本当の気持ちがわからなくなってしまう 

「客観的でいることが正しい」という価値観から、「どちらの意見もわかる」と思い

すぎて、どちらを選ぶべきか決められない。そのため、物事を俯瞰しすぎて感情が希

薄になり、自分の本音がわからなくなってしまう。 

Ø 自分の実力を過小評価しやすくなってしまう 

「人と対等であることが大事・出る杭は打たれる」という価値観から、周囲と足並み

を揃えることを意識しすぎて無意識にブレーキを掛けがち。そのため、実際には能力

があっても、謙遜しすぎてチャンスを逃してしまう。 

Ø 人間関係が表面的になりやすい 

「誰とでも公平に接すべき」という価値観から、どの人にも均等に接することを意識

しすぎて特定の人と深い関係になれない。そのため、八方美人と見られ、本当に心を

開いて話せる親友や信頼できるパートナーシップを築くことが困難になってしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・牡羊座の要素を取り入れる 

 

Ø 「人の評価」よりも「自分の意志」を大切にする 

天秤座は「人から好かれることが最重要」と考えがちですが、牡羊座は「自分がやり

たいことを貫く」ことを重視します。そこで、何かを決める時に「他人がどう思う

か？」ではなく「自分がどうしたいのか？」を意識してみましょう。それによって、

他人の評価に左右されない本来の自分らしい選択ができるようになり、「人に好かれ

なければならない」という思い込みから解放されて、もっと自由に生きることができ

るようになるでしょう。 

 

Ø 「対立を避ける」のではなく「自分の意見をしっかり伝える」 

天秤座は「波風を立てないこと」を大切にする傾向にありますが、牡羊座は「言うべ

きことはしっかり伝える」ことを重視します。そこで、不満や疑問を感じた時に、そ

れを「対立」ではなく「建設的コミュニケーション」として相手に伝えることを意識

してみましょう。そうすることで、「対立を避けるのが賢い」という思い込みから解

放され、より誠実で信頼できる人間関係を築くことができるようになるでしょう。 

 

Ø 「他人への配慮」よりも「勇気ある行動」を大切にする 

天秤座は「周りに配慮する」傾向にありますが、牡羊座は「周りを気にせず行動する

こと」を重視します。そこで、自分の直感に従って行動することを意識してみましょ

う。それによって、「自分よりも周りを優先する必要がある」という思い込みから解

放され、新しいことに挑戦する勇気が出てくるでしょう。そして、行動を通じて自分

の可能性を広げられるようになるでしょう。 

 

Ø 「周囲に合わせる」よりも「自分を打ち出す」 

天秤座は「周りの意見に合わせること」を大切にしますが、牡羊座は「自分を全面に

出すこと」を重視します。そこで、みんなに意見に合わせるのではなく、自分の意見

を率先して表現してみることを意識してみましょう。それによって、「周囲に溶け込

むべき」という思い込みから解放され、埋もれがちだった本来の個性が輝き、あなた

の独自性に共感する人々との深いつながりを築くことができるようになるでしょう。 

 

Ø 「外見的な美しさ」よりも「内なる情熱」を追求する 

天秤座は「見た目の美しさや調和」にこだわる傾向にありますが、牡羊座は「心から

湧き上がる情熱」を重視します。そこで、体裁や見栄えを気にするよりも、「これに

取り組んでいると時間を忘れてしまう」ような活動に情熱を注ぐことを意識してみま

しょう。それによって、「美や調和だけにこだわる必要がある」という思い込みから

解放され、心の底から「生きている！」と感じられる充実した日々を過ごせるように

なるでしょう。 
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♏ 月・蠍座：強さにこだわるほど、孤独や苦しみを感じる 

 
蠍座の人物像は「魂の奥深くを探求し、変容を促す変革者」です。これが太陽星座にある

場合は、「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が蠍座の場合は、「深い関係ではないと意味がない」「全てをコントロールしな

いと不安」「弱さを見せることは恥」という価値観が無意識に刷り込まれてしまい、そ

れを追い求めると、以下のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 人を試すことで、本当のつながりを遠ざけてしまう 

「本物の絆しか意味がない」という価値観から、相手を疑い、試すような行動を取り

がち。そのため、「この人は本当に信用できるのか？」と常に警戒し、結果的に相手

との自然な関係性の発展を妨げ、孤立を深めてしまう。 

Ø 楽な道を選べず、不必要な苦労を背負ってしまう 

「簡単に手に入るものは価値がない」という価値観から、努力なしで得られたものは

価値がないと思い、あえて厳しい道を選びがち。そのため、自分を追い詰めすぎた

り、楽をすることに罪悪感を感じ、無用な消耗を重ねてしまう。 

Ø 過去の傷を引きずり、恨みを手放せなくなってしまう 

「裏切りは絶対に許さない」という価値観から、かつて裏切られた経験を忘れられず

に、新しい人間関係でも警戒しがち。一度でも信頼を失った人は許せないと思い、過

去に囚われて、現在の幸せを逃してしまう。 

Ø すべてを把握しようとし過ぎて、精神的に疲弊してしまう 

「全てを把握・コントロールしなければ安心できない」という価値観から、自分や周

囲の状況を完璧に管理しようとしがち。そのため、予期しない変化や他人の自由な行

動に強い不安を感じ、常に緊張状態に置かれてしまう。 

Ø 本音を話せないので、孤立しやすくなってしまう 

「弱みを見せるのは敗北」という価値観から、誰にも弱みを見せてはいけないと思

い、困っていても助けを求められない。そのため、本音を隠しすぎて、周囲から「何

を考えているのかわからない」と思われ、孤独感と負担感を増大させてしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・牡牛座の要素を取り入れる 

 

Ø 「深い関係」へのこだわりより「自然な関係性」を大切にする 

蠍座は「濃密で特別な関係」を求める傾向にありますが、牡牛座は「自然で心地よい

つながり」を重視します。そこで、相手を試そうとする衝動が起きたら、「この人と

ゆっくり時間をかけて信頼を築けばいい」と考えてみましょう。それによって、「強

い絆でないと意味がない」という思い込みから解放され、もっと気楽に人と関われる

ようになり、より自然で温かい人間関係を育むことができるようになるでしょう。 

 

Ø 「困難に価値を見出す」よりも「心地よい幸せを大切にする」 

蠍座は「苦労して得るものに価値を見出す」傾向にありますが、牡牛座は「心地よい

幸せを味わうこと」を重視します。そこで、楽な方法を拒否したくなったら、シンプ

ルに「楽しい」「気持ちいい」と感じるものを受け入れるようにしてみましょう。そ

れによって、「苦労しなければ価値がない」という思い込みから解放され、もっと楽

に幸せを受け取れるようになるでしょう。 

 

Ø 「完璧なコントロール」より「自然な流れに身を任せる」 

蠍座は「全てを管理・支配したがる」傾向にありますが、牡牛座は「物事の自然な流

れを受け入れる」ことを重視します。そこで、何かをコントロールしたくなったら、

「この状況の自然な流れに身を任せてみよう」と考えてみましょう。それによって、

「何でもコントロールしなければならない」という思い込みから解放され、もっとリ

ラックスして人生を楽しめるようになるでしょう。 

 

Ø 「弱さを隠す」よりも「ありのままの自分」を大切にする 

蠍座は「弱さを見せることは恥」と考える傾向にありますが、牡牛座は「そのままの

自分でいること」を重視します。そこで、弱みを隠したくなったら、「ありのままの

自分を受け入れてくれる人がいる」と信じ、誰かに助けを求めることを「負け」と思

わず素直に頼ってみましょう。それによって、「弱さを見せることは恥」という思い

込みから解放され、より楽に人とのつながりを築けるようになるでしょう。 

 

Ø 「過去へのこだわり」よりも「今この瞬間を楽しむ」 

蠍座は「過去に起こったことを深く刻み込む」傾向にありますが、牡牛座は「今この

瞬間を味わう」ことを重視します。そこで、過去の傷を思い返すのではなく、日々の

小さな幸せを見つける練習をしてみましょう。それによって「過去の裏切りは許さな

い」という思い込みから解放され、もっと軽やかに生きられるようになり、今この瞬

間に集中することで、人生がより豊かになることが実感できるようになるでしょう。 
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♐ 月・射手座：自由を求めているのに手応えが感じられない 

 
射手座の人物像は「自由と真理を求め、世界を拡げる探求者」です。これが太陽星座にあ

る場合は、「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が射手座の場合は、「自由でなければ生きられない」「束縛されるのは悪いこ

と」「理想を追求し続けることが成長」という価値観が無意識に刷り込まれてしまい、

それを追い求めると、以下のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 責任や継続を避け、人生の基盤が築けなくなってしまう 

「自由こそが最も大切」という価値観から、縛られたくない・自由でいたいと思うあ

まり、責任を追うことを避けがち。そのため、キャリア・人間関係・住居などあらゆ

る面で安定した基盤を築けず、不安定な状況に陥ってしまう。 

Ø 大きな理想ばかり追い、日常の具体的な問題を軽視してしまう 

「大局に目を向けることが大事」という価値観から、細かな現実の問題に取り組むこ

とを「小さなこと」として軽視しがち。そのため、具体的な問題解決が困難になり、

日々の生活の質が向上せず、理想と現実のギャップに苦しんでしまう。 

Ø 現実逃避により、実際的な問題解決能力が育たなくなってしまう 

「理想のみを追い求める」という価値観から、困難に直面すると別の選択肢を探すこ

とで問題から目を逸らしがち。そのため、生実際的な問題解決スキルが身につかず、

同じパターンの困難を繰り返してしまう。 

Ø 「いつか」への期待に依存し、現在の充実感を得られなくなってしまう 

「本当の人生は未来にある」という価値観から、今この瞬間の小さな幸せや達成感を

過小評価しがち。そのため、常に「もっと良い何か」を求め続け、現在の生活に満足

感や充実感を感じられなくなってしまう。 

Ø 衝動的な行動により、かえって自由を失ってしまう 

「冒険が成長の証」という価値観から、十分な準備や計画なしに重要な決断を下しが

ち。そのため、後始末に追われたり、失敗の結果として選択肢が狭まり、本来求めて

いた自由を失ってしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・双子座の要素を取り入れる 

 

Ø 「自由を求める」だけでなく「状況に応じて柔軟に対応する力」を持つ 

射手座は「制約を嫌い、自由な環境を求める」ことを重視しますが、双子座は「環境

の変化に応じて柔軟に動く」ことを重視します。そこで、制約のある環境も「創意工

夫の機会」として捉え、限られた条件の中でも自分らしさを発揮する方法を見つけて

みましょう。それによって「束縛・制約は悪」という思い込みから解放され、どこに

いても自分らしく生きる真の自由を手に入れることができるでしょう。 

 

Ø 「理想を追い求める」だけでなく「今日できる具体的な一歩」に意識を向ける 

射手座は「遠い理想を追い求める」傾向にありますが、双子座は「目の前の現実を整

理して、行動を積み重ねること」を重視します。そこで、未来の可能性ばかりを考え

るのではなく、今ここで出来る小さな一歩に集中してみましょう。そうすることで

「理想ばかり追い求めて現実が伴わない」状態から解放され、着実な成長を実感しな

がら理想に近づけるようになるでしょう。 

 

Ø 「楽観的でいればなんとかなる」よりも「情報を整理して計画的に動く」 

射手座は「なんとかなるさ」と楽観的に考える傾向にありますが、双子座は「必要な

情報を集めて最適な選択をする」ことを重視します。そこで、勢いだけで行動するの

ではなく、必要な情報を集め、選択肢を整理しながら計画的に進める習慣をもちまし

ょう。それによって、「楽観的でいればいい」という思い込みから解放され、より理

想に近づく確実性の高い選択ができるようになるでしょう。 

 

Ø 「未来」ではなく「今この瞬間」の幸せを大切にする 

射手座は「未来への可能性」に意識が向く傾向にありますが、双子座は「今この瞬間

の情報や体験」を大切にします。そこで、将来の計画を立てながらも、日々の小さな

発見や学び、成功を意識的に認識し味わうことを習慣にしてみましょう。それによっ

て、未来への過信から解放され、生活の満足度が向上し、日々の充実感を感じること

ができるようになるでしょう。 

 

Ø 「流れに任せる」だけでなく「人生の方向性を自分で決める」 

射手座は「直感や流れに任せる」ことを好む傾向にありますが、双子座は「情報をも

とに自分で最適な選択をする」ことを重視します。そこで、重要な局面では「流れに

身を任せる」のではなく、積極的に情報を収集し、選択肢を整理して、「自分の人生

の舵を取る」意識を取り入れてみましょう。それによって、「流れに身を任せていれ

ば良い」という思い込みから解放され、人生の主導権を握って理想の未来を創造でき

るようになるでしょう。 

 



【別冊３】月星座が示す偽りの自分（古い価値観）とその克服方法 

 

2025©Telulu LLC 20 

♑ 月・山羊座：結果を出そうと頑張っても満たされない 

 
山羊座の人物像は「社会に価値を築き、未来を創る建設者」です。これが太陽星座にある

場合は、「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が山羊座の場合は、「成功しなければ意味がない」「甘えは許されない」「結果

を出せる人間こそ価値がある」という価値観が無意識に刷り込まれてしまい、それを追

い求めると、以下のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 成果主義に縛られて、プロセスを楽しめなくなってしまう 

「成功しなければ意味がない」という価値観から、数字や肩書きで自分を評価するこ

とが習慣となり、プロセスでの学びや成長を軽視しがち。そのため、どんなに頑張っ

ても不足感を感じ続け、達成感や充実感を味わうことができなくなってしまう。 

Ø 成功のために人間関係を犠牲にして、孤独感や孤立感を増してしまう 

「成功者でいなければ認められない」という価値観から、仕事や地位を最優先にして

人間関係を後回しにしがち。そのため、家族や友人との時間を犠牲にし、自分にも他

人にも厳格な基準を課すことで、温かい人間関係を築けず、孤独感を深めてしまう。 

Ø 地位や名声へのこだわりから、内面的な幸福感を失ってしまう 

「社会的な成功こそが大切」という価値観から、他者からの評価や社会的地位にこだ

わりすぎて、内なる喜びや満足感を見失いがち。そのため、表面的な成功を手にして

も心の空虚感は埋まらず、常に「もっと上を」と追い求め続けてしまう。 

Ø 人に頼ることができずに、精神的にも肉体的にも疲弊してしまう 

「甘えは許されない」という価値観から、困難な状況でも一人で解決しようとし、他

者への依存を恥と感じがち。そのため、本当に支援が必要なときでも助けを求めるこ

とができず、精神的にも肉体的にも限界を超えて疲弊してしまう。 

Ø 変化への恐怖から、新しい可能性を拒んでしまう 

「計画通りに進めるべき」という価値観から、柔軟に対応することが苦手で、予期せ

ぬ変化や柔軟な対応を苦手とし、既存の方法に固執しがち。そのため、状況の変化に

適応できずにストレスを抱え、新しいチャンスや成長の機会を逃してしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・蟹座の要素を取り入れる 

 

Ø 「成功しなければ意味がない」よりも「今この瞬間の成長を大切にする」 

山羊座は「結果が全て」と考える傾向にありますが、蟹座は「心の成長や感情的な豊

かさ」ことを重視します。そこで、目標に向かう過程で感じる小さな喜びや学びに意

識を向けてみましょう。「昨日の自分と比べてどんな変化があったか？」を日々振り

返ることで、「成功しなければ意味がない」という思い込みから解放され、努力その

ものに深い充実感を感じられるようになるでしょう。 

 

Ø 「社会的に認められること」よりも「身近な人とのつながり」を大切にする 

山羊座は「社会の中で成功すること」を重視し、自分にも他人にも厳しく接する傾向

にありますが、蟹座は「身近な人との愛情深い関係」を重視します。そこで、家族や

友人との心温まる時間を意識的に増やしてみましょう。それによって、「成功や仕事

だけが人生の価値」という思い込みから解放され、人間関係の温かさや心のつながり

を感じられるようになり、真の安心感を得られるようになるでしょう。 

 

Ø 「甘えは許されない」よりも「人との支え合いを大切にする」 

山羊座は「自分が頑張らなければ」と考える傾向にありますが、蟹座は「互いを支え

合うこと」を重視します。そこで、困ったときには素直に「助けて」と言えるよう練

習してみましょう。それによって、「全てを一人で抱えなければならない」という思

い込みから解放され、人に頼ることは弱さではなく、お互いの絆を深め合う行為であ

ることがわかり、より豊かな人間関係を築けるようになるでしょう。 

 

Ø 「責任を果たすことが最優先」よりも「自分の気持ちを大切にする」 

山羊座は「責任を果たすこと」を優先する傾向にありますが、蟹座は「自分の気持

ち」を大切にします。そこで、忙しい日々の中でも「今、自分はどう感じているの

か？」と自分に問いかける時間を作ってみましょう。それによって、「感情を抑え込

むべき」という思い込みから解放され、心と行動のバランスが取れた、より充実した

人生を歩めるようになるでしょう。 

 

Ø 「計画通りに進めるべき」よりも「流れに身を任せてみる」 

山羊座は「計画をしっかり立てること」を重視する傾向にありますが、蟹座は「感情

や状況に寄り添い、柔軟に対応すること」を重視します。そこで、予定が狂ったとき

に「これも何かの意味があるのかもしれない」と受け入れる練習をしてみましょう。

それによって、「全ては計画通りに進めないといけない」という思い込みから解放さ

れ、人生の自然な流れを楽しみ、予期せぬ展開からも学びを得られるようになるでし

ょう。 
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♒ 月・水瓶座：自由を求めすぎてどこにも居場所がない 

 
水瓶座の人物像は「革新と自由をもたらし、新時代を創る改革者」です。これが太陽星座

にある場合は、「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が水瓶座の場合は、「感情よりも論理が大事」「群れずに独自の道を歩むべき」

「常識に合わせるのは個性の否定」という価値観が無意識に刷り込まれてしまい、それ

を追い求めると、以下のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 個性を保とうとして、かえって孤立を招いてしまう 

「群れるのは自分らしさを失うこと」という価値観から、集団に所属することを避け

独立性を保とうとしすぎる。そのため、サポートしてくれる仲間や安心できるコミュ

ニティを失い「自由になったはずなのにどこにも居場所がない」と感じてしまう。 

Ø 目の前の人との関係をおろそかにしやすい 

「理想を追求し続けるべき」という価値観から、家族やパートナーとの絆よりも、未

来のビジョンを優先しがち。そのため、「社会全体を良くすること」に意識が向きす

ぎて、目の前の人との関係が希薄になってしまう。 

Ø 論理を優先しすぎて、自分の本当の気持ちがわからなくなってしまう 

「感情よりも理性が優れている」という価値観から、自分の素直な感情を抑制し、す

べてを頭で考えて判断しようとする。そのため、「何が本当に欲しいのか」「何を大

切にしたいのか」という内なる声を見失い、生きている実感が薄れてしまう。 

Ø 既存の枠組みを否定しすぎて、周囲と衝突してしまう 

「新しいものを生み出すのが最優先」という価値観から、常に革新を求めるあまり、

伝統やルールを軽視しがち。そのため、結果として周囲との衝突が生まれ、思うよう

に改革が進められなくなってしまう。 

Ø 未来志向すぎて、今この瞬間の幸せを見逃してしまう 

「未来志向が正しい」という価値観から、未来のビジョンや革新に目を向けすぎて、

今ある小さな喜びや達成感を軽視しがち。そのため、常に現在に満足せず、実際に手

にしている豊かさや成功を実感できないため、幸福感が薄れてしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・獅子座の要素を取り入れる 

 

Ø 「感情よりも論理が大事」よりも「素直な感情を大切にする」 

水瓶座は「理性的であること」を重視する傾向にありますが、獅子座は「自分の気持

を素直に表現する」ことを重視します。そこで、「今自分は何を感じているのか？」

を意識して、その気持ちを言葉にしてみましょう。感情を開放することで「論理的に

話さなければならない」という思い込みから解放され、人との心のつながりが深ま

り、生きている実感を取り戻すことができるでしょう。 

 

Ø 「群れずに独自の道を歩むべき」よりも「仲間とともに楽しむ」 

水瓶座は「個人の独立性」を重視する傾向にありますが、獅子座は「仲間と一緒に楽

しむこと」を重視します。そこで、一人でいることも大切ですが、思い切って人の輪

の中に入り、他人とのつながりを大切にする意識をもってみましょう。それによっ

て、「依存することは弱さ」という思い込みから解放され、支え合える関係の中で、

より豊かな自己表現ができるようになるでしょう。 

 

Ø 「未来のために今を犠牲にする」よりも「今この瞬間を全力で生きる」 

水瓶座は「未来志向」が強い傾向にありますが、獅子座は「今を精いっぱい生きる」

ことを重視します。そこで、将来の計画を立てることも大切にしながら、「今日とい

う日をどう輝かせるか？」に意識を向けてみましょう。それによって、「未来が全

て」という思い込みから解放され、日々の小さな成功や喜びを実感しながら、充実し

た人生を歩むことができるでしょう。 

 

Ø 「常に新しいものを求める」よりも「自分らしいスタイルを確立する」 

水瓶座は「常に新しいものを求める」傾向にありますが、獅子座は「自分のスタイル

を確立する」ことを重視します。そこで、全てを新しくするのではなく、「自分が大

切にしたいものはなにか？」を明確にしてみましょう。それによって、「常に変化し

続けなければならない」という思い込みから解放され、一貫した自分らしさを保ちな

がら、安心して人生を歩むことができるでしょう。 

 

Ø 「伝統は古くて価値がない」よりも「良いものは活かしながら進歩する」 

水瓶座は「革新的であること」を重視する傾向にありますが、獅子座は「価値あるも

のを大切にしながら自分らしさを表現する」ことを重視します。そこで、変革を進め

る際に、「過去の知恵や経験の中で活かせるものはないか？」という視点を取り入れ

てみましょう。それによって、「古いものは全否定すべき」という思い込みから解放

され、より多くの人に受け入れられる形で理想を実現することができるでしょう。 
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♓ 月・魚座：夢を見ているのに現実が動かない 

 
魚座の人物像は「無限の愛と夢で世界を癒す夢想者」です。これが太陽星座にある場合

は、「本当の自分（＝生きる目的・使命）」になります。 

 

しかし、月星座にある場合は「偽りの自分」であり、それは、親や社会から刷り込まれた

価値観（＝無意識の思いこみ）に過ぎず、それをいくら追い求めても、歪んだ形でしか発

揮されません。 

 
「偽りの自分」を追い求めると（古い価値観にこだわると）どうなるのか 

月星座が魚座の場合は、「現実より夢が大事（現実は厳しすぎる）」「感情のまま流さ

れるのが良い」「人を助けなければならない」という価値観が無意識に刷り込まれてし

まい、それを追い求めると、以下のような弊害を引き起こす可能性があります。 

 

Ø 現実と向き合うのを避け、夢や空想に逃げやすくなってしまう 

「現実より夢が大事（現実は厳しすぎる）」という価値観から、「どうせうまくいか

ない」と思い込み、努力する前に諦めてしまいがち。そのため、現実の問題を直視す

るのが怖くなり、空想の世界に引きこもりがちになってしまう。 

Ø 感情の波に振り回され、一貫した行動が取れなくなってしまう 

「感情のままに流されるのが良い」という価値観から、その日の気分や感情に大きく

左右されて計画性を持てない。そのため、気分が良いときは頑張るが、少しでもネガ

ティブになると全てを投げ出してしまいがちになる。 

Ø 自分を犠牲にし過ぎて、燃え尽きてしまう 

「人を助けなければならない」という価値観から、人の悩みを自分のことのように感

じ、他人の問題を背負い込みがち。そのため、自分のことを後回しにしてしまい、気

づけばエネルギーが枯渇して心身ともに疲弊してしまう。 

Ø 他人との境界線を引けずに苦しんでしまう 

「全てを受け入れることが愛」という価値観から、人との距離感を適切に取れず、相

手に振り回されがち。そのため、NOと言えずに、気づけば利用される側になってし

まっている。 

Ø 直感頼みで、具体的な成果が得られなくなってしまう 

「直感が全て」という価値観から、論理的な思考や計画性を軽視しがち。そのため、

良いアイデアは浮かんでも、それを現実化するプロセスが組めず、結果として何も変

わらない状況が続いてしまう。 
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「偽りの自分を手放す」＝反対星座・乙女座の要素を取り入れる 

 

Ø 現実に向き合うために「小さな一歩を積み重ねる」 

魚座は「現実より夢が大事（現実は厳しすぎる）」と思う傾向にありますが、乙女座

は「現実は細かいことの積み重ねで良くなる」と考えます。そこで、現実から逃げる

のでなく、「今できることは何か？」を考え、小さな一歩を踏み出してみましょう。

それによって、「現実と向き合うのが怖い」という思い込みから解放され、自分で着

実に現実を動かす力を身につけることができるでしょう。 

 

Ø 「直感」よりも「論理と分析」を活用する 

魚座は「直感に従う」傾向にありますが、乙女座は「論理と分析」を重視します。そ

こで、自分のカンだけで突発的に行動せずに、論理的に物事を考える意識を取り入れ

てみましょう。それによって、「直感に従うのが正しい」という思い込みから解放さ

れ、目標に向けた現実的な進展が得られるようになるでしょう。 

 

Ø 「人を助けなければならない」よりも「自分を優先すること」を大切にする 

魚座は「人のために動くこと」を重視する傾向にありますが、乙女座は「自分の生活

を整えること」も大切にします。そこで、他人の問題に関わる前に「自分自身が満た

されているか？」を確認し、まずは自分のケアを優先する習慣を取り入れてみましょ

う。それによって「他人を優先しなければならない」という思い込みから解放され、

自分を大切にすることで他人にもより良い影響を与えられるようになるでしょう。 

 

Ø 「全てを受け入れる」のではなく「自分の境界線をはっきりさせる」 

魚座は「境界線があいまい」で他人の問題に巻き込まれやすい傾向にありますが、乙

女座は「明確な境界線と秩序」を重視します。そこで、他人の問題に巻き込まれそう

になったら、「これは私が解決すべき問題か？」と自問してみましょう。それによっ

て、「全てを受け入れなければならない」という思い込みから解放され、ストレスが

軽減され、心の安定を保つことができるようになるでしょう。 

 

Ø 「流れに任せる」より「意図的な選択」を意識する 

魚座は「流れに身を任せること」を美徳と思う傾向にありますが、乙女座は「意図的

に選択し、行動すること」を重視します。そこで、そこで、「なんとなく」で行動し

そうになったら、「この選択は自分の目標に向かっているか？」を確認してみましょ

う。それによって、「意図を持つことは不自然」という思い込みから解放され、主体

的に人生をコントロールする力を育むことができるでしょう。 

 

 

 


